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サ ハ リン州郷土博 物館の ピウスツキ資料

大 塚 和 義*

 ソ連 邦 サハ リン州 の首 都 ユ ー ジ ノ ・サ ハ リンス ク(旧 豊 原)市 にあ るサ ハ リン州 郷

土 博 物 館 にB.0.n湖cy八CK噛 関係 資料 が 存在 す る こ とを わ た く しが 知 った の は,

サハ リンを は じめ て訪 れ る こ とがで きた1981年 の6月 の こ とで あ った。 そ こ で 手 に

した,博 物 館 案 内 の小 冊 子 に,「19世 紀 後 半 ～20世 紀初 め の北 方 少 数 民族 」 の章 が あ

り,そ こに ピウス ツ キ の コ レク シ ョ ンが展 示 され て い る と記 述 され て いた か らで あ る

[ynpa肌eHHe I{y」lbTypbl CaxaπHHcKoro O6ハHcnoπKoMa]。 しか し,実 際 に民 族 室

の展 示 物 を見 て も,プ レー トに は,品 名 と用 途 な ど が簡 略 に記 され て い る だけ で,収

集地 や収 集 者 につ い て は触 れ て い な いた め,ど れ が ピ ウス ツ キの 手 にな る もの か 判 別

で きな か った 。 あ い に く民 族室 担 当 の ス タ ッフ も調査 にで か けて いて留 守 の た め,質

問 もで きず じまい で あ った 。 ひ とつ だ け,民 族 室 の壁 に ピウ ス ツ キの 肖像 写 真 と簡 単

な 人物 紹 介 を 記 した プ レー トが眼 に と ま った 。 そ こ には,「 べ ・ピウス ツ キ は,1887

年 よ り1905年 まで 流刑 さ れて い た と き,サ ハ リ ンの原 住 民 の風 俗,慣 習 につ いて 調 査

した 。ア イ ヌ とオ ロ ッコの 多数 の民 族 学 的 調 査 につ いて 記 述 し発 表 した。」と あ る。 お

な じ壁 に は,JI.兄.皿ITepH6epr, M・M.八 〇6poTBopcK磁, r. H. HeBeπbcKo負 な ど,

サハ リンにゆ か りの あ る人 び との プ レー トもあ る。

 その後,1983年 の サハ リ ン訪 問 の際 に,博 物 館 のB.MJIaTbl田eB館 長 や, B.0。

1Uy6HH主 任 学 芸 員 らの 厚 意 で,展 示物 の な か か ら,ピ ウス ッ キ収 集 とお もわれ る5

点 の 資料 につ いて,教 示 を受 け る こ とがで きた1)。 さ らに,1985年5月 の わた く しに

と って4回 目の サ ハ リン訪 問 で,資 料 につ い て詳 しいM,M「IpOKOΦbeB学 芸 員 と

逢 うこ とが で きた こ とに よ って,ピ ゥス ツ キ収 集 品 の 一 部 が確 定 で きた。

 それ は,す べて で8点 の資 料 で,い ず れ もサ ハ リ ンにお いて1899年 に収 集 され た も

ので あ った。 ニブ ヒの もの4点 とア イ ヌ の もの4点 で あ る[大 塚 1985]。 これ は,

かつ て ウ ラジ オ ス トー ク市 に あ る ヴ ェ ・カ ー ・ア ル セ ーニ エ フ名称,沿 海 州 郷土 博 物

館 が所蔵 して いた もの で,1959年 に博 物館 相 互 の資 料 交 換 に よ って入 手 した との こと

*国 立民族学博物館第一研究部

1)詳 しくは,筆 者が サハ リン郷土博物館において実見 した ピウスツキ資料についての紹介記事

 〈1983年8.月9日 北海道新聞朝刊〉 および[大 塚 1984】 参照 のこと。
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であった。このときのサハ リン州郷土博物館スタッフの説明では,資 料台帳やラベル

などを照合すれば,所 蔵するピウスツキ資料はもっと多く,お そ らく20点 はあるで

あろうと語ってくれた。

 ピゥスッキ収集と確認できた8点 の資料は,い ずれも民族室に展示公開されている。

つぎに,そ の品名と観察所見を記す。

 1.魚 皮靴 男用,ニ ブ ヒ

 少なくとも,採 集時から87年間も経過しているとはおもえないほどで,保 存状態が

きわめてよく,魚 皮のなあしも仕立てもみごとなものである。ことに,靴 底部分には,

鱗の痕か らみて魚体のもっとも大きい肉厚の皮が用いられている。とうぜんのことで

あるが靴底には,腹 割りされた魚皮のかた く丈夫な背鰭部分を地面にあたる位置にす

るなどの工夫がみられる。爪先の曲線部は,皮 を細かく折りたたんで嚢をつくって仕

上げている。

 2.矢,ニ ブ ヒ

 先 端 の水 滴 状 にふ く らみ を もった部 分 か ら矢 柄 まで,本 体 は一 木 造 りで あ る。 目測

で・ 全 長 お よそ80cmほ どで あ る。 矢 柄 の基 部 には,鳥 の 羽 根 が つ け られ て い る。

先 端 に は鋭 利 な鉄 片 が鎌 と して はめ こまれ て い る。 注 目 され るの は,先 端 に寄 った 位

置 に横 向 き に尖 った 鉄 片 が と りつ け られ て い る こ とで あ る。 この 役割 は,獲 物 に射 こ

ん だ と きに傷 口 を拡 大 し打 撃 を 強力 にす るた め とか,反 対 に この位 置 まで しか獲 物 の

体 内 に くい こま な い よ う にす る一 種 の ス ト ッパ ー と か,さ ま ざ ま な推 測 が 可 能 で あ る。

も し もス トッパ ーだ と した ら,熊 送 り儀 礼 の と きに,熊 に致 命 的 で はな いが痛 み を感

じて暴 れ る よ う に工 夫 した もので はな か ろ うか。 これ は,ア イ ヌ の熊 送 りに み られ る

花 矢 とお な じ機 能 の もので あ る とみ な した い。 つ ま り,熊 は,射 られ て も刺 激 を感 じ

るだ けで あ るが,こ れ に よ って,障 り く る う熊 の 姿 を み て神 霊 とな って神 が み の世 界

へ 帰 還 で き る こ とを この うえ な く喜 ん で い る もの とア イ ヌ は信 じた の で あ る
。 矢 の形

や つ くり方 か ら,本 来 は飛 ぶ鳥 を衝 撃 に よ って 落 下 させ て捕獲 す る,鳥 用 の 矢 を 転用

した とお もわれ る。

 な お,展 示 ラベル に は,ロ シ ア語 で 「1904年,ピ ウス ツキ収 集 に よ る」 と な って い

て,リ ス トとは異 な る点 は注 意 を 要 す る。 ,

 3.地 床式住 居模型 冬 季用,ニ ブ ヒ

 地面か ら直接,丸 太を校倉に組みあげた一間造 りの主室と,板 材の外壁をもつ入 口
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部分 か らな る。 屋 根 は二 斜 面 を もつ いわ ゆ る切 妻 で,樹 皮 で 茸 か れ て い る。 主 室 の 中

央 の屋 根 は,煙 出 し口が方 形 に開 け られて い る。 つ ま り,こ の 直 下 に炉 が設 け られ て

い るわ けで あ る。q. M. TaKcaMHに よ る と,こ の冬 季 用 に は,10月 か ら翌 年 の5月

まで住 ん だ とい う[TAKCAMH l961]。 また,こ の 型式 の住 居 は,19世 紀 後 半 か ら20

世紀 に か けて,ニ ブ ヒの居 住 地 で急 速 に普 及 した もの で あ る。

 4.高 床 式住 居模 型 夏 季用,ニ ブ ヒ

 これは,二 列の支柱の上に,桁 を置き,こ れに直角に床丸太を敷きつめ,さ らに横

に丸太を積んで壁をつくり,切 妻の屋根をもつ住居である。この模型の支柱は,8本

からなるもので,こ れが標準的な規模 といえる。夏季は,海 岸や河川に面 した湿気の

多いところに住むので,風 通 しがよく,群 がるブヨやカをかなり避けられる高床構造

を求めたのであろう。

 5.網 針 ア イ ヌ

 魚 網 を編 みつ くろ う針 で あ る。 サ ハ リンで は,ニ シ ンを掬 い獲 る直 径lm20cm

ほど もあ る大 きな 袋 を もつ タモ ア ミが よ く使 わ れ た[知 里 ・山 本 1943:103]の で,

これ に対 応 す る もの で あ ろ う。 注 意 ぶ か くみ ると,先 端 に小 さ く尖 った くびれ 部 を も

って い る。 これ とま った くお な じ形 状 の もの が,ニ ブ ヒに お け る機織 りの仔 とす る記

述 が み られ る[河 野(編) 1976:102]が,仔 で はな く網 針 で あ る。

 6.仔 ア イ ヌ

 両 端 の環 状 部 分 の 切 れ 目 よ り 糸 を 巻 き と って お き,機 織 りの と き に,こ れ を 仔

ahun-nisと して 使 う。

 7.糸 巻類 似 の木 製品 アイヌ

 長方形の木板で,そ の一端の隅をまるく整形 し,そ こに孔をあけ,側 縁の一方に鋭

い切 り込みを入れてある。形状か ら糸巻 もしくは,機 織 りの際に縦糸を結んでおく鈎

などが考えられるが確かなことは不明。あるいは,罠 などの仕掛けの一部かとも考え

られる。

 8.機 織 りの部 品類似 の木製 品 アイ ヌ

 U字 形の基部に突起部をつ くり,そ の三つの突端に小さな孔をあけてある。タテ糸

を上下に開いてお くための三角形の空間をつ くる部品(kamase-ni)の 側面につけら

れる部材の片方とも考えられるが,断 定できない。

133



国立民族学博物館研究報告別冊  5号

 これ まで み て きた資 料 の ほか に,こ の サハ リン州 郷 土 博 物 館 に は,ピ ウス ッ キ の直

接 収 集 に よ る もの,あ る い は これ に関与 した とみ られ る もの が 収 蔵 さ れて い る。 それ

は,ピ ウス ッ キが投 獄 され て いた ア レク サ ン ドロ フス ク の博 物 館 蔵 品 で あ った ものが,

1945年 の敗 戦 に よ って,日 本 は 統 治 して いた 南 サ ハ リンを失 い,ソ 連 邦 が全 サハ リン

を領 有 す る こと にな った結 果,ユ ー ジノ ・サハ リンス クに サハ リ ン州 の 中心 的 博物 館

を創 設 す るた め,か な りの資 料 が移 され た か らで あ る。

 この ア レ クサ ン ドロフ ス ク の博 物 館 は,1894年 に設 立 の気 運 が お こ り,た だ ち に資

料 収 集 が は じめ られ た[.ITATbl田EB l975]。 これ に従 事 した の は,こ の地 の政 治 徒刑

囚 た ちで あ り,こ とにJI.兄.】;IITepH6epr, A. yπbHHoB,そ れ に ピウス ツキ に よ って

で あ った 。 この 島 の原住 民 の生 活 用 具 の ほ か,魚 類 や 鳥類 の 標 本 が 多 数集 め られ,

1896年12月 の 開館 時 には,収 蔵 品 は1000点 を越 して いた。 博 物 館 は好 評 で,サ ハ リン

の学 術 と文 化 の啓 蒙 に中 心 的 役 割 を はた した。 そ して,沿 海州 や ペ テル ブ ル グ の学者

と密接 な研 究交 流 を もち,さ らに,ハ ンブル グ な ど外 国の 博物 館 とも結 び つ きを も っ

て い た。 しか し,博 物 館 活 動 が順 調 に お こな わ れ た の は,せ いぜ い10年 ほど で あ った。

1904年2月 に は じま る日露 開 戦 か ら1905年9月 の ポ ー ツ マス講 和 に いた るま で の 時期

に,ア レクサ ン ドロ フス ク に進 駐 した 日本 の 軍 隊 に よ って,数 多 くの資 料 標本 が 日本

本 土 に持 ち去 られ た とい う。 長 さ30mも あ る鯨 の骨 格 で さえ,略 奪 を まぬ が れ えな

か った。 ポ ー ッマ ス講 和 後,博 物館 は部 分 的 に再 開 さ れた が,1920年 の尼 港事 件 に よ

って 北 サハ リ ンはま た して も 占領 さ れ,ア レクサ ン ドロフ ス ク博 物館 蔵 品 が 日本 によ

って 略奪 さ れた とい う。 北 サハ リンか ら日本 の 軍 隊 が撤 退 した1925年5月 に,ア レク

サ ン ドロフ ス クで,こ の 地 方 の ソ ビエ ト政 権 の 復興 が な され,そ の翌 月 に は,早 くも

博 物 館 再建 の決 定 を サハ リ ン革 命 委員 会 が くだ した。 資 料 収 集 の 主 眼 は経 済 機 構,民

族 学,徒 刑,そ れ に 『サ ハ リン紀 行 』 を著 わ したA・1工qexOBの サ ハ リン島 旅 行 に

っ いて の もの な どで あ った 。1932年 博 物 館 は,523m2の 展 示 面 積 を もち,自 然,革

命 前 史,社 会 主 義 建 設 の三 部 門 よ り展 示構 成 され て い た。1940年 にお け る館 蔵 品 は,

5000点 を 数 え る に いた った。1945年 の 日本 の敗 戦 に よ って,南 サハ リ ンもソ連 領 とな

り,1947年 の統 一 サハ リン州 成 立 後,ユ0ジ ノ ・サハ リンス ク に州 郷 土 博物 館 が 置か

れ た。 この 頃 に,ア レクサ ン ドロフス ク博物 館 に残 って い た,か つて ピウス ッ キ らが

収 集 に関 与 した資 料 の多 くが移 管 され た とい う。

 この ア レクサ ン ドロ フス ク博 物 館 よ り移 され た多 数 の 資 料 の うち,14点 の民 族 資 料

を わ た く しは確認 で きた の で,こ れ も紹 介 して お きた い。 番号 は前 記 の もの か ら通 し

で付 け る。
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 9.獣 皮 衣 ニ ブ ヒ

 そ で 口 に は美 しい文 様 が配 され,裾 まわ りに は,真 鍮 製 の飾 り金 具 が 連 な って つ け

られ て い る。

 10.11.木 さ じ ニ ブ ヒ

 いずれも,美 しい彫刻で飾 られた木さじで,熊 送り儀礼のときに,熊 肉の饗食に用

いられる。

 12.13.柄 付 き容 器 ニ ブ ヒ

 いずれも,熊 送り儀礼のときに,熊 肉を盛るための特別な容器で,柄 の部分や先端

に熊をモチーフにした彫刻を中心に,入 念な装飾文様が施されている。

 14.容 器 ニブ ヒ

 楕円形をした容器の縁 に,鳥 の頭と尾,そ れに両羽根を彫 りだしてある。儀礼用で

あろうか。

 15.16.油 入れ 袋 ニブ ヒ

 トドやアザラシの胃袋を洗ってから,空 気を入れて形をととのえて乾燥させたもの

で,灯 火や食用にする海獣の油入れに使 う。

 17.魚 頭打 棒 ニ ブ ピ

 サケなどを捕獲 したとき,暴 れて うっ血痕ができると味が落ちるため,す ぐさま頭

をこれで打 って殺す。

 18.鎌 ニ ブ ヒ

 棒に鉄鎌をとりつけたもので,お そらく野草の刈 り入れに用いたものであろう。

 19.霊 棺 ニブ ヒ

 ニブヒにおいては,死 者は火葬にされて,遺 骨はその場に放置されるが,そ の傍に

小さな家屋を形どった霊棺を設ける。その内部に霊的象徴物を納める。

 20.弓 ニ ブ ヒ

 全体が幅広で,中 央の矢をつがえる部分が握れるよう細 くなっている。飾 り金具を

配 し,漆 塗りのみごとな仕上げで,専 門的職人の手になるもの。おそらく清朝から入

手 したものであろう。
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 21.熊 つ きぎ鎖

 首輪は,熊 が痛が らないように木綿糸 とおもわれる繊維束でできている。鎖は鉄の

環をつないだきわめて頑丈なつくりである。

 22.熊 送 り 儀 礼 場 面 模 型 ア イ ヌ

 展 示 プ レー トに よれ ば,「19世 紀 末 に,ア レクサ ン ド0フ ス ク監 獄 の 政 治徒 刑 囚 た

ちに よ って つ く られ た パ ン細 工 」 で あ る とい う。 す こ し詳 し く観 察 す る と,熊 送 りの

ク ライ マ ックス で あ る殺 害直 前 の光 景 を描 写 した もの で あ り,細 部 にわ た って じつ に

正 確 で あ る こ とが 分 る。 熊 は左 手 前 に み え る濫 か ら,飼 い主 の 家 の 前 に ひ き だ され,

熊 つ な ぎ柱 の と こ ろで2人 の男 によ って紐 で 行 動 を 抑制 さ れて い る。 さ らに,そ の背

後 に は,別 の2人 の 男 が棒 を も って,も し も紐 が 切 れ て暴 れ だ した と きに抑 え込 む た

め警 戒 して い る。樹 立 ち の前 に は,呉 座 が た て か け られて,こ れ に宝物 の刀 な どが 供

え られ て あ る。 熊 つ な ぎ柱 の頂 上 に は,劇 り掛 け が飾 られ,す ぐそ ば に建 て られた 別

の柱 の 上 部 に は,犠 牲 に され た イ ヌ が 吊下 げ られ て い るの が 見 え る。 吼 え る熊 に向 っ

て,ひ と りの男 が うや うや し く膝 を折 り,そ の 隣 りの人 物 は,ひ れ 伏 して い る。 お そ

ら く,殺 害 す る前 の祈 詞 を さ さげ て い るの で あ ろ う。 その 左 に は,2人 の ア イ ヌが い

る。櫨 の付 近 に は,ロ シ ア人 が4入 。 警 官 か獄 吏 とお ぼ しき者,そ れ に高 官 ら しき者

な ど。 イ ヌ つ な ぎ場 に は,3頭 の イ ヌが 熊 を注 視 して い る。 母 屋 の 前 に は,5人 の 成

人 と2人 の 子 ど も。 この群 れ の右 端 の 者 は,両 手 を眼 にあ て て お り,泣 いて い る よ う

す だ。 そ の足 元 に は,酒 を入 れ た とお ぼ し き樽 と杓 子 。

 さ らに丹 念 に調 べ れ ば,よ り多 くの 描 き こまれ た こ とが らを 見 つ け る ことが で き る

で あ ろ う。 問 題 は,こ れ ほ どの熊 送 り儀 礼 の詳 細 な 再 構 成 は,だ れ にで も可 能 で はな

く,政 治 犯 た ちが 共 同 で つ く った こと は事 実 と して も,民 族 学 に造 詣 の ふか い 指導 的

な人 物 が い な くて はむ りで あ ろ う。 そ れ が可 能 な 人物 と して は,JI.兄. IilTepx6epr

か ピウ ス ツ キ ぐ らいで あ ろ う。JI.0』ITepx6eprは 北 サ ハ リンの ニ ブ ヒ を 主 眼 に し

て い た ので,わ た く しは,ピ ウス ツ キが このパ ン細 工 づ く りに 関与 して いた可 能 性 が

強 い とみた い。 この よ う に,ア レクサ ン ドロ フス ク博 物 館 か ら移 さ れた 資料 の今 後 の

検 討 に よ って,ピ ウス ツ キ収 集 も しくは関 与 の もの が,少 な か らず 明 らか にな る こ と

で あ ろ う。 事 実,1985年5月 に,サ ハ リン州 郷 土 博 物 館 の訪 問 を終 えて帰 国 して か ら,

2カ 月 ほ ど後 に,送 付 して も ら った新 版 の 博 物 館 案 内KpaeseAbi BeAyT nOiiCKに

は,つ ぎの こ とが 記 され て いた 。 博物 館 が所 蔵 す る 「ピ ウス ッ キ収 集 品 は,す べ て で

81点 あ り,そ の う ちア イ ヌ の も の は42点 で あ る」[nPOKOﾘbEB l985:39]と 。 これ
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を読 ん で,わ た く しの胸 は高 鳴 った。 博 物 館 の ス タ ッフが近 年 精 力 的 に調 査 を すす め

た結 果 で あ ろ うか,さ らに収 集 地 や収 集年 月 日が 明 らか にな れ ば,ピ ウス ッキ の足 跡

が これ まで よ り明 らか とな ろ う。 そ れ ば か りで な く,ピ ウス ッ キ が資 料 の収 集 を ど の

よ うな 姿 勢 と方 法 で と り くん だか が解 明 で き るで あ ろ う。 お そ ら く,ひ とつ の儀 礼 や

労 働 単 位 ご とに使 わ れ る用 具 を,入 手 で きて鍛 送 可 能 な もの は す べて セ ッ トで収 集 し

て い る よ う にみ うけ られ る。 サハ リン州 郷 土 博 物 館 を は じめ,ソ 連 邦 の 各 地 に 散在 す

る ピウ ス ツ キ資 料 が,リ ス トに ま とめ られ体 系 的 に把 握 で き る 日 も近 い将来 とお もわ

れ る。 ソ連邦 が保 管 す る ピ ウス ッ キ資 料 は彪 大 で,一 国 家 で は最 大 の コ レ ク シ ョンを

形 成 す る とみ られ るか らで あ る。 ちな み に,1971年 時 点 でT.C.田ynbrHHaの 講 演

発 表 に よれ ば,ウ ラジオ ス トー クの 沿 海 州郷 土 博 物 館 に は,ピ ウス ッ キの収 集 した,

ニ ブ ヒ,ア イ ヌ,ナ ナイ(ゴ リ ド)の 三 つ の 民族 資 料 が あ わ せ て353点 も所蔵 され て

い る と い う こ とで あ る[IIIyπbrMHA l973:274-307]。 こ の ほ か,レ ニ ング ラー ド

の民 族 学 博物 館 所 蔵 の もの な ど をあ わせ れ ば,眼 を み は る もの が あ る。

 追   記

 脱 稿 後,サ ハ リン州 郷土 博 物 館 が1960～1973年 の間 に受 理 した民 族 学 資 料所 蔵 目録

が 出版 され て い るこ とを 知 った[Bfi30BCKAH 1975]。 これ を み る と,ピ ウス ッキ収

集 と明 記 され た ものが10点 あ り,い ず れ も,1959年 に ヴ ラ ジオ ス トー ク郷 土博 物 館 と

資 料 交 換 に よ って 得 られ た もの で あ る。 そ れ はB.B. Bfl30BcKafiとE. T. EnxHa両 氏

に よ っ て選 別 され,1960年 に サハ リン州 郷土 博物 館 蔵 と して正 式 に受 理 され た 。 そ の

内訳 は,つ ぎの とお りで あ る。

1.収 蔵 番 号1856 冬 用 魚皮 製 靴blMKTo-Kli 1899年 サハ リ ンで収 集,=ブ ヒ

2.収 蔵 番 号1855 魚 皮 製履 物 1899年 サハ リ ン収 集 。 ニ ブ ヒ

3.収 蔵 番 号1965 金 属 製鎌 付 き矢Ky l899年 サハ リン収 集 。 長 さ80・5 cm,

 ニブ ヒ

4.収 蔵 番 号1835 白樺製 水 汲 み杓 子Mypc l899年 サ ハ リン収 集 。 ニ ブ ヒ

5.収 蔵 番号1850 食 事 用木 匙nyBP lgo4年 収 集 。 ニ ブ ヒ

6.収 蔵 番 号1837調 理 用 杓 子KbrpP 1903年 収 集 。 ニ ブ ヒ 長 さ39・5 cm

7.収 蔵 番 号1838 調 理 用 杓 子 1903年 収 集 。

8.収 蔵 番 号1852食 事 用 木匙 岬Bp 1899年 収 集 。 ニ ブ ヒ 長 さ25 cm

9.収 蔵 番 号1851食 事 用 箸qaBK 1904年 収 集 。 ニ ブ ヒ 長 さ26.5 cm
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 1e.収 蔵 番 号1826卓Tbrp 1903年 収 集 。 ニ ブ ヒ 長 さ45×25cm,高 さ7cm

 この リス トで明 らか に な った の は,収 蔵 番 号1856の もの が,前 記 の資 料1と 同 じも

の で あ る こ と。 ま た,収 蔵 番 号1965の もの が,資 料2に 相 当す る こ と。 これ に よ って,

資 料2の 展 示 ラベル の収 集年 は,誤 りで あ る可能 性 が強 ま った。

 さ ら に,収 集 年 の確定 で きた もの は,重 複 の2点 を除 くと,つ ぎの よ うに な る。

  1889年 収 集 11点(内,ニ ブ ヒ 7点,ア イ ヌ4点)

  1903年 収 集 3点 い ず れ もニ ブ ヒ

  1904年 収 集 2点 い ず れ もニ ブ ヒ

 収 集 年 の 明 らか な16点 の 資 料 だ け で,推 測 す る こ とは 困 難 で あ る こ とを承 知 の う

え で,若 干 の こ とが らにつ いて 述 べ て み た い。1899年 の収 集 品 は11点 と,も っ と も

多 い が,ピ ウス ツ キ は,こ の年 に は ウ ラジ オス トー ク博 物 館 の仕 事 を お こな い,サ

ハ リンの 植 物標 本 と200以 上 の 名称 を 数 え る ニ ブ ヒ の 生 活 用 具 を 収 集 した とさ れ る

[皿lyutbrKHA I973:275]。 ま た,1903年 と1904年 の収 集 品 は,ピ ウ ス ツ キが1902年

7月 に ロ シ ア帝 国科 学 ア カデ ミー の 依頼 で,ア イ ヌ とオ ロ ッコの生 活 用 具 収集 の た め,

ウ ラジ オ ス トー クか らサ ハ リン に赴 む い て,1905年6月11日 ま で 島 に滞 在 した と き得

た 可能 性 が つ よ い もの で あ る こ とは,い うまで もな い。
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① サハ リン州郷土 博物館(建 物は,日 本領有時代 の1937年 に城の櫓を

  模 した旧樺太庁博物館の もの)。

② サハ リン州郷土博物館民族室 における ピウス ツキの肖像写真 と

  紹介記事。
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③ 魚皮靴(男 用,ニ ブヒ)サ ハ リン州郷土博物館所蔵。

④ 右 地床式住居(冬 季用),左 高床式住居(夏 季用)(い ずれ もニ

  ブ ヒ)模 型,サ ハ リン州郷土博物館所蔵。
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⑤ 右か ら,網 針,糸 巻類似 のもの,仔,織 機 の部品類似の もの

  (いずれ もアイヌ)サ ハ リン州郷土博物館所蔵。

⑥ 獣皮衣(ニ ブ ヒ)サ ハ リン州郷土博物館所蔵。
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⑦ 霊棺(ニ ブ ヒ)サ ハ リン州郷土博物館所蔵。

⑧ 熊送 り儀礼場面模型 パ ン細工(ア イヌ) サハ リン州郷土博物館所蔵。
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